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＜今朝の聖書から
【なくしたのに
つが記されています。何回かこの箇所が説教されましたが、今朝は“悔い改
め（15：7）”という言葉について、神の声を聞きたいと思います。いずれも、なく
なったものが返ってくるという喩です。そして、主人公は、羊や銀貨または、放
蕩息子たちではなく、なくした方の神様が
いたのに
【悔い改めが必要】
私たちも毎
関係がなくなりませんように”と祈るのです。“野原に残して”、あるいは
残して（マタイ
のは、神様との関係が正しく確認されている所だからです。そこには、“悔い
改め”が常にあります。“
じなさい（マルコ
その一でこの言葉を指摘しています。こう理解して、もう一度聖書を読みます
と、7 節の“
九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある
のない人々”とあるのが誰のことなのか、気になるところです。悔い改め
要な人というのは、悔い改めるということも知りません。信仰者が、教会生活を
おくるようになり、最初に経験することの一つが、悔い改めを忘れないというこ
とでしょう。ですから悔い改めを必要としない人々とあるのは、悔い改めを知っ
て行う人々のことです。決して“
良い”という意味ではありません。“常に正しくあらせて下さい”と願う人々が教
会を形づくり、神様との関係を保っているのです。
【教会の姿】
るのが教会の姿であり、主の交わりを知らない人々は、悔い改めの必要なこと
を理解していないのです。反対になりますが、悔い改めの必要
のは、悔い改めているということです。この姿は、守られてきましたし、私たち
も拒否してはいけないことです。
【放蕩息子達】
人で、父の財産を食いつぶした、弟の方一人じゃないか、と思われるかもしれ
ませんが、ここに描かれている第三の喩の兄も、自ら“悔い改める必要のない
者”と理解していることが分かります（ルカ
示しました。
にはない
は、主の祝宴であり、神の招きの座、聖餐の姿です。この招きに兄も招かれ、
そこで彼らの悔い改めは実を結び、豊かな生活の基となり、私たち
聖餐に連なることになるので
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